
Ⅰ．はじめに

　男女群島は長崎県佐世保市より南西およそ１８０kmに位置する，

東シナ海上の孤立した小島である。琉球諸島をのぞく九州周辺の

島嶼のなかではもっとも西に存在する。島の周りはほとんど断崖

で囲われており，岩浜がわずかに存在する。女島には灯台がある

ので桟橋があるが，その他の島には上陸のための施設はない。さ

らに全島が天然記念物に指定されているので，上陸そのものに許

可が必要である。大陸と日本列島の間に位置し，生物地理学・島

嶼生物学上たいへん興味深い場所であるにもかかわらず，来島の

不便さ，上陸の困難さから，これまでにおこなわれた学術調査は

少ない。陸生植物についての調査としては，竹内（１９３６），外山

ほか（１９６８），植松ほか（１９７３），および伊藤・中西（１９８４）があ

るが，いずれも植物社会学をもとにした植生調査であり，森林構

造に関する調査はおこなわれていない。貴重な島嶼生態系の保全

を考えたとき，その基盤となる森林の構造を記載し更新状況を検

討することは不可欠である。今回，希少鳥類の調査に同行し男島

および女島に上陸する機会を得て毎木調査をおこなったので，わ

ずかな資料ではあるが報告する。

Ⅱ．調査地および方法

　男女群島はおよそ北緯３２°００’，東経１２８°２０’に位置し，おも

に５つの島，すなわち男島，女島，ハナグリ島，クロキ島，およ

び寄島からなる（図－１）。男島および女島の最高地点は，標高

２２５mおよび２８１mである。年平均気温は１７．６℃であり（荒尾，

１９８１），ほぼ同緯度にある鹿児島県阿久根市（１６．９℃）よりもや

や暖かい。

　２００６年５月５・６日に男島に，７日に女島に上陸した。男島に

は西部の東風泊から上陸し，標高およそ１２０mから１６０mの西向き

斜面（平均斜度２２度）に１０m×２０mの調査プロットを三つ設けた。

三つの調査プロットを互いに６０mほど離し，斜面方向にそって配

置した。それぞれのプロットは長辺が最大斜度と直交するように

設置した。プロット内に出現し胸高（１．３m）に達する木本の胸

高周囲長をメジャーで測定し，適宜，樹高を目測した。この調査

地では株立ちになっているものが多く見られたので，胸高に達す

る全ての幹について測定をおこなった。胸高に達しない個体につ

いては，樹種を記録した。

　女島では灯台までの歩道を徒歩で往復し，歩道や灯台周辺の林
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図－１．男女群島および調査プロットの位置



分に立ち入った。男島・女島ともに上陸中に観察された木本樹種

（籐本を含む）を記録した。本調査での樹木名は佐竹ほか（１９８９a，

b）に拠った。

Ⅲ．結果と考察

　調査プロットにおける個体数や胸高直径にはプロット間で顕著

な差がなかったので，三つのプロットを全てまとめて取り扱った。

プロット内で胸高に達する木本種として，１１科１５種が確認された

（表－１）。胸高断面積ではおよそ半分（５２％）をモクタチバナが，

およそ３割（２９％）をタブノキが占めていた。個体数や幹数では

さらにモクタチバナに集中し，およそ７割を占めた。個体数で上

位を占めるモクタチバナ，タブノキ，およびヤブニッケイの３種

はいずれも，個体数に対して幹数が２倍弱あり，株立ちの個体が

目立った。表－１中の樹種のうちいわゆる高木・亜高木といえる

ものは，モクタチバナ，タブノキ，ヤブニッケイ，クワノハエノ

キ，ショウベンノキ，ホルトノキ，およびアコウであるが，いず

れの樹種も林冠に達する個体の樹高は４mから８mであった。

　胸高直径の頻度分布を図－２に示した。株立ちの個体について

は個体あたりの胸高断面積合計を算出してから胸高直径に換算し

た。すべての樹種をまとめた場合，全体としてL字型の分布を示

し胸高直径２０cm以上の個体が２割ほどを占めていた（図－２ a）。

個体数の多い３種についてみると，ヤブニッケイがもっとも小径

木に偏っており，モクタチバナとタブノキでは胸高直径１０cmか

ら２０cmの個体がもっとも多かった（図－２ b，c，d）。クワノハ

エノキやホルトノキでは，プロットに出現した個体数は少ないも

のの胸高直径３０cmをこえる個体がいくつかみられた。個体の中

で最も太い幹の胸高直径と樹高との関係をみると，樹高が６m

ほどで頭打ちとなり，伸長成長が強く抑制されていることがうか

がえる（図－３）。実際に，林冠に達する多くの個体において，

梢端部の枯れが目立った。タブノキでは幹の根元が肥大した個体

がみられた。クワノハエノキでは梢端部が枯れているものの，結

実している個体がみられた。　

　胸高に達しない低木では１１科１３種が確認され，アオキおよびマ

サキの２種で個体数合計の５６％を占めた（表－２）。これらの樹

種のうちアカメガシワとナタオレノキ以外は，表－１と共通の種
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表－１．樹種別の個体数，幹数，および胸高断面積

胸高断面積（cm２）幹数個体数

３０，０５１（０．５２）２８１（０．７１）１５９（０．６６）モクタチバナ　Ardisia sieboldii

１６，７５３（０．２９）３８（０．１０）２１（０．０９）タブノキ　Machilus thunbergii

１，６９８（０．０３）２７（０．０７）１７（０．０７）ヤブニッケイ　Cinnamomum japonicum

２９８（０．０１）９（０．０２）９（０．０４）モクレイシ　Microtropis japonica

１８１（<０．０１）７（０．０２）５（０．０２）オオムラサキシキブ　Callicarpa japonica var. luxurians

５６１（０．０１）７（０．０２）５（０．０２）ヤブツバキ　Camellia japonica

４，６５８（０．０８）５（０．０１）５（０．０２）クワノハエノキ　Celtis boninensis

８（<０．０１）５（０．０１）５（０．０２）アオキ　Aucuba japonica

２６７（<０．０１）５（０．０１）４（０．０２）イヌビワ　Ficus erecta

７０５（０．０１）３（０．０１）３（０．０１）ショウベンノキ　Turpinia ternata

１，６２４（０．０３）２（０．０１）２（０．０１）ホルトノキ　Elaeocarpus sylvestris var. ellipticus

７（<０．０１）２（０．０１）２（０．０１）マサキ　Euonymus japonicus

６８４（０．０１）１（<０．０１）１（<０．０１）アコウ　Ficus superba var. japonica

３０（<０．０１）１（<０．０１）１（<０．０１）トベラ　Pittosporum tobira

６８（<０．０１）４（０．０１）１（<０．０１）ハマビワ　Litsea japonica

５７，５９４（１．００）３９７（１．００）２４０（１．００）合計

かっこ内の数字は合計に対する割合を表す。

図－２．胸高直径の頻度分布



であった。林床にはムサシアブミ（Arisaema ringens），ナンゴ

クウラシマソウ（A. thunbergii ssp. thunbergii），ノシラン

（Ophiopogon jaburan），ヤマアイ（Mercurialis leiocarpa）が

繁茂していた（図－４）。調査プロットの植生は出現樹種および

林相から，植松ほか（１９７３）で報告されているタブ－ムサシアブ

ミ群集に属すると判断される。

　胸高直径の頻度分布がL字型を示し，胸高以上にまで成長して

いる木本種のほとんどが低木種としても出現していることから，

主要な森林構成種の更新はおこなわれていると考えられる。ただ

し，タブノキで多く見られた根元肥大は，街路樹などで植栽空間

が狭小な場合におこるもの（飯塚，２００５）と似ており，地下部の

成長を抑制する何らかの作用があると思われる。調査プロットを

設けた斜面の至るところ，とくに樹木の根元にはオオミズナギド

リ（Calonectris leucomelas）の巣穴（入り口の直径２０cmほど）

がつくられており，地中に空洞が数多く存在することが地下部の

成長を抑制する一因になっているかもしれない。また，梢端部の

枯れや株立ち状の個体が目立つことから，幹の損傷が激しいこと

が推察される。西向き斜面に存在する調査林分は，冬期に北西か

らの季節風を直接的に受けると予想される。潮風の影響は常に受

けていると考えられるが，過去の調査記録では梢端部の枯れにつ

いての記述はみあたらない。樹冠の傷みが近年に増加している可

能性もあるので，近い将来における再調査が必要であろう。

　最後に，男女群島ではこれまでに記録のなかったオオイタビ

（Ficus pumila）を男島・女島ともに確認したことを記しておく。

謝　辞

　調査行全体の準備・調整を担当された関伸一氏（森林総合研究

所九州支所）には深く感謝する。長崎県教育委員会からは上陸お

よび調査の許可を受けた。

引用文献

荒尾公雄（１９８１）男女群島の気象．（五島の生物．長崎県生物学

会，７６４pp，長崎市）．６７１－６７２．

飯塚康雄（２００５）緑の読本　４１：５５－６６．

伊藤秀三・中西弘樹（１９８４）植物地理・分類研究　３２：４２－５１．

佐竹ほか（１９８９a）日本の野生植物　木本Ⅰ．３２１pp，平凡社，

東京．

佐竹ほか（１９８９b）日本の野生植物　木本Ⅱ．３０５pp，平凡社，

東京．

竹内亮（１９３６）植物及動物　４：１８４６－１８５６．

外山三郎ほか（１９６８）男女群島の植生．（長崎県文化財調査報告

書　第６集．長崎県教育委員会，長崎市）．３４－５７．

植松庄寿ほか（１９７３）男女群島の植物．（男女群島の生物　男女

群島学術調査報告書．長崎県生物学会，２２４pp，長崎市）．　

２５－４４．

（２００６年１１月１１日受付；２００７年１月１１日受理）

181

九州森林研究　No．６０　２００７．３

図－３．胸高直径と樹高の関係

表－２．胸高に達しない低木の個体数

個体数

２３（０．４０）アオキ　Aucuba japonica

９（０．１６）マサキ　Euonymus japonicus

６（０．１１）タブノキ　Machilus thunbergii

４（０．０７）モクレイシ　Microtropis japonica

３（０．０５）モクタチバナ　Ardisia sieboldii

３（０．０５）ヤブツバキ　Camellia japonica

２（０．０４）
オオムラサキシキブ
　　Callicarpa japonica var. luxurians

２（０．０４）ショウベンノキ　Turpinia ternata

１（０．０２）ヤブニッケイ　Cinnamomum japonicum

１（０．０２）アカメガシワ　Mallotus japonicus

１（０．０２）ナタオレノキ　Osmanthus insularis

１（０．０２）トベラ　Pittosporum tobira

１（０．０２）イヌビワ　Ficus erecta

５７（１．００）合計

かっこ内の数字は合計に対する割合を表す。

図－４．男島の調査プロットの様子


